
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】散らばりの度合いを表す値を求められるようになろう

●データの関係性をあらわそう　

　２つの変量からなるデータの間には、一方が増加するともう一方も増加する場合や、一方が増加するともう一方は減

少する場合がある。このとき２つのデータには相関がある、または相関関係があるという。その関係が見られないとき

には相関がない、または相関関係がないという。

□散布図
    

    





         

         





         

         











    





   















散布図

●散布図からデータの傾向を読み取ろう

□正の相関，負の相関


 正の相関

 負の相関

 相関がない

＜補足＞

データの分析【散布図・正の相関、負の相関】 ～



相関が強い 相関が弱い 相関が強い
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例）

  

  

　⇒　正の相関、　　　⇒　ほとんど相関がない

　⇒　負の相関　　　と読み取る

  

 



  

  

   

データの分析【散布図・正の相関、負の相関】 ～


